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私たちの日常生活―モノやサービスの生産や消費、売買（交換）

―には、ジェンダーの視点から見ると多くの問題が付随しています。

そうした経済事象に顕在・潜在するジェンダーについて、理論と実証

（計量分析ではありません）両面からの検討を試みています。 

修士論文では非主流派経済学による労働市場分断論を、博士論文で

は経済諸理論やジェンダー・アプローチにおける性別労働条件格差の

要因分析を、それぞれ取り上げました。これらを執筆していた頃から、



ジェンダーという語が広

く知れ渡るようになり、

それに関する研究も国内

外で急速に進展したよう

に思います。こうした進

展は、学問上に留まらず、

社会的にも様々に寄与し

たのではないでしょう

か。 

ジェンダー研究に際し

ては、「女性視点」に偏る

ことなく、しかしそれを軽視しない（女性であるがゆえに持ちうるで

あろう問題意識などを大切にする）ように、つまり「本家」とは多少

意味が違うかもしれませんが、“cool head, but warm heart” でありたい

と心掛けています。 

受験生へのメッセージ 

 

ジェンダー研究は、女性（と

りわけ「働く」女性）のみの

利益を追求するものではあり

ません‐言うまでもないです

が、念のため。誰もが（物心

両面で）より豊かな生活を送

るにはどうしたらいいか？を

念頭に、一緒に学んでいきま

しょう。大学院生活は長いよ

うで短く、また楽しいことば

かりではないでしょう。研究環境に恵まれ、計画通りに研究が進み、

論文執筆に集中できて、修了後は希望通りの進路に‐私自身や知人の

経験からすると、（残念ながら）そううまくはいかないようです。自戒

も込めて、時間を大切に＆前向きに！ 

受験を考えている方には、毎年夏に開催される研究科オープンキャ

ンパス（研究科 HP に案内が出ます）やメール等（随時）で相談に応

じます（受験前のこうした相談あるいはコンタクトは必須ではないで

すし、また受験を強制するものでもありません）。何を研究したいのか、

そのための素養は身についているか（もしくは入学後身につけられる

か）等、十分検討して下さい。 
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